
東京都千代田区外神田3-12-8  住友不動産秋葉原ビル
【アクセス】
JR線「秋葉原駅」電気街北口徒歩3分、つくばエクスプレス「秋
葉原駅」A3出口徒歩5分、日比谷線「秋葉原駅」2番出口徒歩6
分、銀座線「末広町駅」1又は 3番出口徒歩4分

国では、「文化財の保存技術」のうち、保存の措置を講ずる必要があるものを「選定保存技術」として選定し、
その技術の保持者や保存団体を認定して、技の保存・伝承を図っています。

選定保存技術
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会場：ベルサール秋葉原１階・地下1階

～文化財を守り続けてきた匠の技～
ぶん か ざい まも つづ たくみ わざ

文化財を未来に残していくための修理技術や
材料・道具を製作する技【文化財の保存技術】が一堂に集まります。

この機会にぜひご覧ください。

ぶん か ざい

ぶん か ざい ほ ぞんざいりょう どう せいさく わざ いちどう あつ

き かい らん

ぐ

み らい のこ しゅうり ぎじゅつ

ぎじゅつ

主催 : 文化庁
共催 : 全国文化財保存技術連合会／後援 : 東京都教育委員会、千代田区教育委員会、NHK
協力：住友不動産ベルサール株式会社

2022 22 土
23 日
10:00~17:00

10:00~16:00

10/ 入場
無料事前予約制

https://art-ap.passes.jp/user/e/nippon-no-waza-2022

事前予約は
こちら

※事前予約は先着順です。事前予約に空きがある場合は
当日入場も可能です。 ※体験についても予約が必要です。
予約フォームにて予約方法をご確認ください。

10月 5日（水）
18：00～予約開始

会場のブースをまわるクイズラリーも実施予定
先着順で素敵な景品がもらえるかも !?

日本の技フェア事務局（NHK プロモーション内）
TEL: 03-6271-8515（10:00 ~ 17:00 / 土・日・祝を除く）
詳しくは NHK プロモーション内ホームページ 
https://www.nhk-p.co.jp/event/detail.php?id=1767
文化庁ホームページ
https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunkazai/sentei_hozon/index.html 

お問合せ

ユネスコ無形文化遺産「伝統建築工匠の技」
木工・屋根葺・ 左官・装飾・畳など、建築遺産とともに古代から途絶えることな
く伝統を受け継ぎながら、工夫を重ねて発展してきた伝統建築技術。
※1 装潢修理技術は、伝統建築以外にも絵画などの美術工芸品の修理にも用いられています。
※2 日本産漆生産・精製は、現在、有形文化財の修理にも用いられています。

マリヒメ タクミノスケブンカザイノカミ

「文化財を守る匠の技術」について分かりやす
く知ってもらうため、マリヒメを主人公にした
特設 web ページが開設されています。
https://nippon-no-waza.jp/kids/

※内容は変更になる場合があります。※実演は終日にわたり、適宜休憩をはさみながら実施します。

日本の技フェア2022 出展・実演・体験コーナー 一覧
※ 出展・実演・体験コーナーの詳細は下記QRコードよりご覧ください

区分 番号 選定保存技術 保存団体 実演内容

有
形
文
化
財
等
保
存
の
技

1 建造物修理 （公財）文化財建造物保存技術協会
2 建造物木工 （一社）日本伝統建築技術保存会 「台ガンナとヤリカンナによる削り」

3 建造物装飾 （一社）社寺建造物美術保存技術協会 「板壁画生彩色 ・ 錺金具（八双金
具等）製作」

4 檜皮葺・杮葺／茅葺
檜皮採取／屋根板製作 （公社）全国社寺等屋根工事技術保存会 「檜皮葺」 「檜皮葺体験」

5 茅採取 （一社）日本茅葺き文化協会 「わらのちいさなおうちづくり」
6 建造物彩色／建造物漆塗 （公財）日光社寺文化財保存会 「漆箔押し」
7 屋根瓦葺（本瓦葺） （一社）日本伝統瓦技術保存会 「本瓦葺」

8 左官（日本壁） 全国文化財壁技術保存会

「茶室用竹小舞掻き」 「中塗り（ひ
げこ打ち・ちり廻り・ 中塗り）」「 
上 塗 り（白 漆 喰 ・ 黄 土 の り 土 
・ 紅色のり土仕上げ）」「姫路城仕
様屋根漆喰塗り」

9 建具製作 （一財）全国伝統建具技術保存会 「桟唐戸、古代の修復」
10 畳製作 文化財畳保存会 「伝統畳の製作」
11 装潢修理技術　※1 （一社）国宝修理装潢師連盟 「虫穴を埋める」
12 装潢修理材料・用具製作 （一社）伝統技術伝承者協会 「江戸唐紙の製作」 「江戸唐紙づくり」
13 木造彫刻修理 （公財）美術院

14 浮世絵木版画技術 浮世絵木版画彫摺技術保存協会 「江戸木版画の摺りと彫り」 「多色摺りの団扇づくり」
10/23（日）のみ

15 祭屋台等製作修理 祭屋台等製作修理技術者会 「刺繍ー祭礼幕の製作ー」

16 文化財庭園保存技術 文化財庭園保存技術者協議会 「冬のしつらえ　敷松葉とわら
ぼっち」

17 文化財石垣保存技術 文化財石垣保存技術協議会
18 竹筬製作 日本竹筬技術保存研究会 「竹筬作りのための竹加工」
19 縁付金箔製造 金沢金箔伝統技術保存会 「縁付金箔うつし」

20 木炭製造 （同）伝統工芸木炭生産技術保存会 「研磨炭で銅板を磨き、銘
切プレートをつくろう」

無
形
文
化
財
等
保
存
の
技

21 玉鋼製造 （公財）日本美術刀剣保存協会
22 日本産漆生産・精製　※2 日本文化財漆協会
23 日本産漆生産・精製　※2 日本うるし掻き技術保存会 「うるし掻き」
24 琉球藍製造 琉球藍製造技術保存会
25 阿波藍製造 阿波藍製造技術保存会

26 植物染料（紅・紫根）生産・製造 （一財）日本民族工芸技術保存協会 「紅花の染料でハンカチ
を色染めする体験」

27 手漉和紙用具製作 全国手漉和紙用具製作技術保存会 「紙漉き用具　漉き簀づくり」

28 からむし（苧麻）生産・苧引き 昭和村からむし生産技術保存協会
「からむしの繊維を使っ
た、すごろく用のコマづ
くり」

29 苧麻糸手績み 宮古苧麻績み保存会 「苧
ブ ー ン ミ
麻績み」 「繊維から糸ができる工

程、繊維を裂き績む体験」
30 歌舞伎衣裳製作修理 歌舞伎衣裳製作修理技術保存会
31 歌舞伎大道具（背景画）製作 歌舞伎大道具（背景画）製作技術保存会「襖絵（花丸）を描く」
32 歌舞伎小道具製作 歌舞伎小道具製作技術保存会
33 組踊道具・衣裳製作修理 組踊道具・衣裳製作修理技術保存会

34 邦楽器原糸製造 木之本町邦楽器原糸製造保存会 「繭から糸を紡ぐ糸取り」 「繭からとった糸でランタ
ンを作ろう」

35 箏製作／三味線棹・胴製作 邦楽器製作技術保存会 「三味線棹作り」

有
形
・
無
形
文
化
財
等
保
存
の
技

実 ൌ 体験内容
事前の申し込みが必要です

令和４年度に、選定保存技術「三味線製作修理」が新たに選定され、保存団体「三味線製作修理技術保存会」が認定される予定です。
選定保存技術を体感できる
バーチャル空間サイト「技バース」を公開中！
選定保存技術を体感できるバーチャル空間サイト「技バース」を公開し
ています。VR空間内を歩き回りながら、クイズやアクティビティを
通じ、文化財保存技術を楽しみながら理解を深めることができます。



各団体の詳細はホームページをご覧ください。https://nippon-no-waza.jp/expo/list/

保存団体

選 定 保 存 技 術

36
団
体

令和4年 10月現在

体験：紅花の染料でハンカチを色染めする

体験：紙漉き用具 漉き簀づくり

実演：三味線棹作り

実演：襖絵（花丸）を描く

常盤笠を作る作業

体験：繊維を裂き績む /実演：苧麻績み

体験：からむしの繊維で、
すごろく用のコマづくり

［剥落止め］木造四天王立像

体験：多色摺りの団扇づくり /実演：江戸木版画の摺りと彫り

実演：刺繍 ‒祭礼幕の製作 ‒実演：桟唐戸、古代の修復実演：桟唐戸、古代の修復

実演：漆搔き

切り返し

石垣の石積み実演：実演：虫穴を埋める

実演：実演：板壁画生彩色など

漆の木

「藤娘」の衣裳琉球藍の栽培体験：江戸唐紙づくり /実演：江戸唐紙の製作

実演：実演：伝統畳の製作

実演：上塗り（紅色のり土仕上げ）など

実演：わらのちいさなおうちづくり など

実演：本瓦葺 実演：縁付金箔うつし

体験：繭からとった糸でラン
タンを作ろう
実演：繭から糸を紡ぐ糸取り

棹と胴の仕込み

体験 /実演：体験 /実演：檜皮葺

実演：漆箔押し実演：漆箔押し

1212装装
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修修
しゅうしゅう

理理
りり

材材
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料料
りょうりょう

・・用用
ようよう

具具
ぐぐ

製製
せいせい

作作
さくさく

紙、木工、金工、染
せんしょく
織、

漆
しっこう
工など装

そうこう
潢修

しゅう り 
理を支

ささ

える伝
でんとう
統技

 ぎ じゅつ
術の共通の

諸
しょもんだい
問題の解

かいけつ
決に、分野

を超
こ
えて取り組む

（一社）伝統（一社）伝統技技
ぎぎ
術術
じゅつじゅつ
伝伝
でんでん
承承
しょうしょう
者協会者協会

11建建
けんけん

造造
ぞうぞう

物物
ぶつぶつ

修修
しゅうしゅう

理理
りり

国
こく
宝
ほう
や重

じゅうよう
要文

ぶん
化
か
財
ざい
建
けん
造
ぞう
物
ぶつ

の保
ほ
存
ぞん
修
しゅう り 
理には、専

せん
門
もん
的
てき

な知
ち
識
しき
と経

けい
験
けん
を持つ技

 ぎ じゅつ
術

者
しゃ
による設

せっ
計
けい
監
かん
理
り
を欠く

ことができない

（公財）文化財建造物（公財）文化財建造物保保
ほほ
存存
ぞんぞん
技技
ぎぎ
術術
じゅつじゅつ
協会協会

77屋屋
や ねや ね

根根瓦瓦
がわらがわら

葺葺
ぶきぶき

（（本本
ほんがわらぶきほんがわらぶき

瓦葺瓦葺））
伝
でんとうてき
統的な建

けんちくぶつ
築物に多く使

われる本
ほんがわらぶき
瓦葺は、優

ゆう
美
び
な

屋根の曲線や軒
のき
の反りと

風雨への対
たいさく
策を兼

か
ね備

そな
え

る高度な技
ぎじゅつ
術

（一社）日本伝統（一社）日本伝統瓦瓦
かわら ぎ じゅつかわら ぎ じゅつ
技術技術保保

ほほ
存存
ぞんぞん
会会

1919縁縁
えんえん

付付
つけつけ

金金
きんきん

箔箔
ぱくぱく

製製
せいせい

造造
ぞうぞう

箔
はくうちがみ
打紙に金を挟

はさ
んで極め

て薄
うす
く打ち延

の
ばした縁

えんつけ
付

金
きんぱく
箔は、漆

しっ
器
き
の装

そうしょく
飾や

建
けんぞうぶつ
造物の保

ほ
存
ぞん
修
しゅう り 
理に使わ

れる

金沢金箔
ぱく
伝統技

ぎ
術
じゅつ
保
ほ
存
ぞん
会

2525阿阿
ああ

波波
わわ

藍藍
あいあい

製製
せいせい

造造
ぞうぞう

徳島の藍
あい
師
し
が伝

でん
統
とう
を守

りながら大切につくり
続ける天然の染

せんりょう
料「す

くも」。藍
あい
色
いろ
の美しい風

合いを届け続ける

阿
あ
波
わ
藍
あい
製
せい
造
ぞう
技
ぎ
術
じゅつ
保
ほ
存
ぞん
会

3434邦邦
ほうほう

楽楽
がっがっ

器器
きき

原原
げんげん

糸糸
しし

製製
せいせい

造造
ぞうぞう

三味線や箏
そう
、琵

び
琶
わ
、胡

こきゅう
弓

などの弦
げん
楽
がっ
器
き
の絃

げん
に使わ

れる原糸（繭
まゆ
から繰

く
った

糸）を製
せい
造
ぞう
する技

ぎじゅつ
術

木木
きき
之之
のの
本本
もともと
町町
ちょうちょう
邦邦
ほうほう
楽器原糸製造楽器原糸製造保保

ほほ
存存
ぞんぞん
会会

三三
しゃしゃ

味味
みみ

線線
せんせん

製製
せいせい

作作
さくさく

修修
しゅうしゅう

理理
りり

三味線の棹
さお
と胴

どう
の仕

し 　 こ
込みから完成に至

いた
る一連

の工
こう
程
てい
は、演

えん
奏
そう
のし

やすさや、音の響
ひびき

き
を左右する極めて
重要な製

せい
作
さく
技
ぎじゅつ
術

三味線製作修理三味線製作修理技技
ぎぎ
術術
じゅつじゅつ
保保
ほほ
存存
ぞんぞん
会会

2020木木
もくもく

炭炭
たんたん

製製
せいせい

造造
ぞうぞう

日本刀製
せい
作
さく
や製

せい
鉄
てつ
で必

要な松炭・雑炭、漆器や
金工で必要な研磨炭な
ど、様々な工芸用木炭を
製
せい
造
ぞう
する技術

（同）伝統工芸木炭生産（同）伝統工芸木炭生産技技
ぎぎ
術術
じゅつじゅつ
保保
ほほ
存存
ぞんぞん
会会

2121玉玉
たまたま

鋼鋼
はがねはがね

製製
せいせい

造造
ぞうぞう

江
え ど
戸時代以来の製

せいてつ
鉄法（たたら吹

ぶ
き）によりつ

くられる純
じゅん ど 
度の

高い玉
たまはがね
鋼が日本

刀の製
せいさく
作には不

ふ

可
か
欠
けつ

（公財）日本（公財）日本美美
びび
術術
じゅつじゅつ
刀刀
とうとう
剣剣
けんけん
保保
ほほ
存存
ぞんぞん
協会協会

22建建
けんけん

造造
ぞうぞう

物物
ぶつぶつ

木木
もっもっ

工工
こうこう

千数百年以上昔から連
れんめん
綿と受

け継
つ
がれ、日本の気候風土と

融
ゆうごう
合、調和して発達を遂

と
げてき

た伝
でん
統
とう
的
てき
木
もく
造
ぞう
建
けん
築
ちく
の木工技

ぎじゅつ
術

（公財）文化財建造物（公財）文化財建造物保保
ほほ
存存
ぞんぞん
技技
ぎぎ
術術
じゅつじゅつ
協会協会

（一社）日本伝統建築（一社）日本伝統建築技技
ぎぎ
術術
じゅつじゅつ
保保
ほほ
存存
ぞんぞん
会会

実演：台ガンナとヤリカンナによる削り実演：台ガンナとヤリカンナによる削り

1515祭祭
まつりまつり

屋屋
やや

台台
たいたい

等等
とうとう

製製
せいせい

作作
さくさく

修修
しゅうしゅう

理理
りり

多様な技
 ぎ じゅつ
術で構

こうせい
成される

山・鉾
ほこ
・屋台などの製

せいさく
作

や修
しゅう り 
理の技

 ぎ じゅつ
術。日本の伝

統ある多様な技
ぎ
術
じゅつ
の粋が

集められている

祭屋台等製作修理技
ぎ
術
じゅつ
者会

1616文文
ぶんぶん

化化
かか

財財
ざいざい

庭庭
ていてい

園園
えんえん

保保
ほほ

存存
ぞんぞん

技技
ぎぎ

術術
じゅつじゅつ

石、水、植物が美しく配されている庭園には
様々な技

 ぎ じゅつ
術が受け継

つ
がれている。伝

でんとうてき
統的日本

庭園を未来に残す
ための技

ぎじゅつ
術

文化財庭園文化財庭園
保保
ほほ
存存
ぞんぞん
技技
ぎぎ
術術
じゅつじゅつ
者協議会者協議会

99建建
たてたて

具具
ぐぐ

製製
せいせい

作作
さくさく

伝
でん
統
とう
的
てき
な木

もく
造
ぞう
建
けん
造
ぞう
物
ぶつ
に使

用されている様々な形式
の建具を修

しゅう
理
り
又
また
は新調す

るためには、繊
せん
細
さい
な木組

みの技
ぎじゅつ
術が必要

（一財）全国伝統建具（一財）全国伝統建具技技
ぎぎ
術術
じゅつじゅつ
保保
ほほ
存存
ぞんぞん
会会

2323日日
にに

本本
ほんほん

産産
さんさん

漆漆
うるしうるし

生生
せいせい

産産
さんさん

・・精精
せいせい

製製
せいせい

漆
うるし
の木の幹

みき
に一文字に傷

きず
をつけ、傷

きず
を癒

いや
そう

と木が出す樹
じゅえき
液（生

きうるし
漆）をヘラで掻

か
きとって採

さい

取
しゅ
する「漆

うるし
掻
か
き」

日本うるし日本うるし搔搔
かか
きき

技技
ぎぎ
術術
じゅつじゅつ
保保
ほほ
存存
ぞんぞん
会会

1717文文
ぶんぶん

化化
かか

財財
ざいざい

石石
いしいし

垣垣
がきがき

保保
ほほ

存存
ぞんぞん

技技
ぎぎ

術術
じゅつじゅつ

城
じょうかく
郭などに用いられる石

いし
垣
がき
を修

しゅうふく
復するための

石材加工の技
ぎ
法
ほう
や

石を積む・組む技
ぎ

術
じゅつ
の継

けい
承
しょう

文化財石文化財石垣垣
がきがき
保保
ほほ
存存
ぞんぞん
技技
ぎぎ

術術
じゅつじゅつ
協議会協議会

1111装装
そうそう

潢潢
こうこう

修修
しゅうしゅう

理理
りり

技技
ぎぎ

術術
じゅつじゅつ

絵画や書
しょ
跡
せき
などを修

しゅうり
理す

る技
ぎじゅつ
術。装

そう
潢
こう
の技

ぎじゅつ
術によ

り、紙や絹
きぬ
など弱い材料

でできている文
ぶん
化
か
財
ざい
が今

も姿
すがた
を残す

（一社）国宝修理装
そう
潢
こう
師
し
連盟

44檜檜
ひわだひわだ

皮皮葺葺
ぶきぶき

・・柿柿
こけらこけら

葺葺
ぶきぶき

  茅茅
かやかや

葺葺
ぶきぶき

  檜檜
ひわだひわだ

皮皮採採
さいさい

取取
しゅしゅ

  屋屋
やや

根根
ねね

板板
いたいた

製製
せいせい

作作
さくさく

檜
ひのき
の皮を竹

たけくぎ
釘で打ちとめ葺

ふ
き重ねる檜

 ひわだ 
皮葺

ぶき
な

ど、古来より連
れんめん
綿と受

け継
つ
がれてきた我

わ
が国

固有の屋根工法
（公社）全国社寺等屋根工事（公社）全国社寺等屋根工事
技技
ぎぎ
術術
じゅつじゅつ
保保
ほほ
存存
ぞんぞん
会会

66建建
けんけん

造造
ぞうぞう

物物
ぶつぶつ

彩彩
さいさい

色色
しきしき

・・建建
けんけん

造造
ぞうぞう

物物
ぶつぶつ

漆漆
うるしうるし

塗塗
ぬりぬり

世
せ
界
かい
遺
い
産
さん
に登録されている日光二社一寺において、

彩
さいしき
色や漆

うるし
塗
ぬり
のさまざ

まな技
ぎ
術
じゅつ
を駆

く
使
し
し、

美しく荘
そう
厳
げん
された建

物を維
い じ
持し続ける

（公財）日光社寺文化財（公財）日光社寺文化財保保
ほほ
存存
ぞんぞん
会会

33建建
けんけん

造造
ぞうぞう

物物
ぶつぶつ

装装
そうそう

飾飾
しょくしょく

寺院や社
しゃ
殿
でん
などの歴

れき
史
し

的建
けん
造
ぞう
物に施

ほどこ
されてい

る漆
うるし
塗
ぬり
や彩

さいしき
色、金具など

の装
そう
飾
しょく
を、伝

でん
統
とう
技
ぎ
法
ほう
によ

り鮮
あざ
やかに蘇

よみがえ
らせる

（一社）社寺建造物美術（一社）社寺建造物美術保保
ほほ
存存
ぞんぞん
技技
ぎぎ
術術
じゅつじゅつ
協会協会

2222日日
にに

本本
ほんほん

産産
さんさん

漆漆
うるしうるし

生生
せいせい

産産
さんさん

・・精精
せいせい

製製
せいせい

文
ぶん
化
か
財
ざい
には日本で生産さ

れた漆
うるし

が多く用いられ
ているため、漆

うるし
の木を植

え、育て、塗
とりょう
料になるよ

う樹
じゅ
液
えき
を精

せい
製
せい
する技

ぎじゅつ
術

日本文化財漆
うるし
協会

3030歌歌
かか

舞舞
ぶぶ

伎伎
きき

衣衣
いい

裳裳
しょうしょう

製製
せいせい

作作
さくさく

修修
しゅうしゅう

理理
りり

歌
か
舞
ぶ
伎
き
の数

あま
多
た
ある演

えん
目
もく
に

登場する役の衣
いしょう
裳は、色

や柄
がら
など様々。それらを

仕立て、着付け、修
しゅうり
理し、

歌
か
舞
ぶ
伎
き
の舞

ぶ
台
たい
を支

ささ
える

歌歌
かか
舞舞
ぶぶ
伎伎
きき
衣衣裳裳

しょうしょう
製作修理製作修理

技技
ぎぎ
術術
じゅつじゅつ
保保
ほほ
存存
ぞんぞん
会会

2626植植
しょくしょく

物物
ぶつぶつ

染染
せんせん

料料
りょうりょう

（（紅紅
べにべに

・・紫紫
しし

根根
こんこん

））生生
せいせい

産産
さんさん

・・製製
せいせい

造造
ぞうぞう

紫
むらさきそう
草の紫

し
根
こん
や、エジプ

ト・小アジア地方原産の
紅花は、伝

でんとうてき
統的な工芸品

の染
せんしょく
色に欠くことのでき

ない代表的な植物染
せんりょう
料

（一財）日本民族工芸（一財）日本民族工芸技技
ぎぎ
術術
じゅつじゅつ
保保
ほほ
存存
ぞんぞん
協会協会

2727手手
てて

漉漉
すきすき

和和
わ しわ し

紙紙用用
ようよう

具具
ぐぐ

製製
せいさくせいさく

作作
伝
でん
統
とう
的
てき
な手

て
漉
す
き和紙を

作るための精
せい
密
みつ
で強
きょうじん

靱
な用具を製

せい
作
さく
する技

ぎじゅつ
術

が、日本の手
て
漉
すき
和紙を

支える

全国全国手手
てて
漉漉
すきすき
和紙用具製作和紙用具製作技技

ぎぎ
術術
じゅつじゅつ
保保
ほほ
存存
ぞんぞん
会会

3333組組
くみくみ

踊踊
おどりおどり

道道
どうどう

具具
ぐぐ

・・衣衣
いい

裳裳
しょうしょう

製製
せいせい

作作
さくさく

修修
しゅうしゅう

理理
りり

沖縄の古
こ
語
ご
のせりふ、琉

りゅうきゅう
球

の音楽、所
しょ
作
さ
、舞

ぶ
踊
よう
によっ

て構
こう
成
せい
される、約 300年

の歴
れき
史
し
がある沖縄の「組

くみ

踊
おどり
」の上

じょうえん
演に欠かせない道

具・衣
いしょう
裳をつくる技

ぎじゅつ
術

組組
くみくみ
踊踊
おどりおどり
道具・衣道具・衣裳裳

しょうしょう
製作修理製作修理技技

ぎぎ
術術
じゅつじゅつ
保保
ほほ
存存
ぞんぞん
会会

3535箏箏
そうそう

製製
せいせい

作作
さくさく

／／三三
しゃしゃ

味味
みみ

線線
せんせん

棹棹
さおさお

・・胴胴
どうどう

製製
せいせい

作作
さくさく

伝
でん
統
とう
楽器である「箏

そう
」と、

「三味線」の棹
さお
・胴

どう
を製

せい
作
さく

する技
ぎじゅつ
術。適

てき
切
せつ
な材を見

極め、その特
とく
性
せい
や実

じつ
演
えん
家

の希望に応
おう
じて加工する

邦
ほう
楽器製作技

ぎ
術
じゅつ
保
ほ
存
ぞん
会

3131歌歌
かか

舞舞
ぶぶ

伎伎
きき

大大
おおおお

道道
どうどう

具具
ぐぐ

（（背背
はいけいはいけい

景景画画
がが

））製製
せいさくせいさく

作作
背
はい
景
けい
を描

えが
いた書

かき
割
わり
や、

岩や樹
じゅ
木
もく
を描

えが
いて切り

だす張
は
り物など、歌

か
舞
ぶ

伎
き
の舞台を飾

かざ
る舞

ぶ
台
たい
装
そう

置
ち
を製

せい
作
さく
する技

ぎじゅつ
術

歌歌
かか
舞舞
ぶぶ
伎伎
きき
大道具（大道具（背背

はいはい
景景
けいけい
画）製作画）製作技技

ぎぎ
術術
じゅつじゅつ
保保
ほほ
存存
ぞんぞん
会会

3232歌歌
かか

舞舞
ぶぶ

伎伎
きき

小小
ここ

道道
どうどう

具具
ぐぐ

製製
せいせい

作作
さくさく

舞
ぶ
台
たい
で使用する家具類、登

場人物が身に着ける持ち
物、更

さら
には駕

か
籠
ご
などの乗り

物など、歌
か
舞
ぶ
伎
き
に不

ふ
可
か
欠
けつ
な

小道具を製
せい
作
さく
する技

ぎじゅつ
術

歌
か
舞
ぶ
伎
き
小道具製作技

ぎ
術
じゅつ
保
ほ
存
ぞん
会

2929苧苧
ちょちょ

麻麻
まま

糸糸
いといと

手手
て う みて う み

績み績み
苧
ちょ
麻
ま
の表皮から繊

せん
維
い
を取

り、細く裂
さ
き、撚

よ
り績

う
み、

撚
よ
り掛

か
け、かし掛

か
けの 5

つの工
こうてい
程で、宮古上

じょう ふ 
布等

の手
て う
績みの糸を製

せいさく
作

宮古苧
ブ ー ン ミ
麻績み保

ほ
存
ぞん
会

2424琉琉
りゅうきゅうりゅうきゅう

球球藍藍
あいあい

製製
せいせい

造造
ぞうぞう

古くから沖縄で栽
さいばい
培さ

れ、伝
でんとうてき
統的な染

せんしょくひん
織品に使

用される琉
りゅうきゅうあい
球藍の葉を

発
はっこう
酵させ、石

せっかい
灰を加えて

撹
かくはん
拌し泥

どろあい
藍を作る技

ぎじゅつ
術

琉
りゅう
球
きゅう
藍
あい
製
せい
造
ぞう
技
ぎ
術
じゅつ
保
ほ
存
ぞん
会

28からむし（28からむし（苧苧
ちょちょ

麻麻
まま

））生生
せいせい

産産
さんさん

・・苧苧
おお

引引
びび

きき
からむしはイラクサ科の多
年草で、福島県昭和村は上

じょうふ
布

用の高
こう
品
ひん
質
しつ
な苧

ちょ
麻
ま
の栽

さい
培
ばい
技
ぎ

術
じゅつ
を江戸時代から伝

でんしょう
承

昭和村からむし生産昭和村からむし生産技技
ぎぎ
術術
じゅつじゅつ
保保
ほほ
存存
ぞんぞん
協会協会

1313木木
もくもく

造造
ぞうぞう

彫彫
ちょうちょう

刻刻
こくこく

修修
しゅうしゅう

理理
りり

木
もく
造
ぞう
の仏

ぶつ
像
ぞう
など文

ぶん
化
か
財
ざい

を修
しゅうり
理する技

ぎじゅつ
術で、部

材のゆるみや虫
ちゅうしょくぶ
蝕部の

補
ほしゅう
修、彩

さい
色
しき
・漆

しっ
箔
ぱく
の剥

はく
落
らく

止めなどを行う

（公財）美術
じゅつ
院

1414浮浮
うきうき

世世
よよ

絵絵
ええ

木木
もくもく

版版
はんはん

画画
がが

技技
ぎぎ

術術
じゅつじゅつ

江
え ど
戸時代に木

もくはん
版の技

 ぎ じゅつ
術が発達し、ヨーロッパ
を夢

 む ちゅう
中にさせた浮

うき
世
よ
絵
え

が作られ、江
え ど
戸時代と

同じ図
ず
柄
がら
を同じ方法で

復
ふっこく
刻する

浮浮
うきうき
世世
よよ
絵絵
ええ
木木版版

はんはん
画画彫彫

ちょうちょう
摺摺
しゅうしゅう
技技
ぎぎ
術術
じゅつじゅつ
保保
ほほ
存存
ぞんぞん
協会協会

1010畳
たたみ

製
せい

作
さく

文
ぶん
化
か
財
ざい
建
けん
造
ぞう
物
ぶつ
に使用されて

いる装
そう

飾
しょく

的
てき
な紋

もん
縁
べり
などの

さまざまな様式の畳
たたみ

を継
けい

承
しょう
するため、紋

もん
合
あ
わせなど

特
とく
殊
しゅ
な技

ぎじゅつ
術の継

けい
承
しょう
が必要

文化財畳
たたみ
保
ほ
存
ぞん
会

88左左
ささ

官官
かんかん

（（日日
にに

本本
ほんほん

壁壁
かべかべ

））
茶室の古式京

きょうかべ
壁、城

じょうかく
郭の

漆
しっくいかべ
喰壁など、美しさと強

きょうじん
靭さ

を持つ壁
かべ
には、材料の吟

ぎん
味
み
、

調合方法、平
へい
滑
かつ
に見せる仕上

げなど、熟
じゅく

練
れん
の技

ぎじゅつ
術が必要

全国文化財壁
かべ
技
ぎ
術
じゅつ
保
ほ
存
ぞん
会

55茅茅
かやかや

採採
さいさい

取取
しゅしゅ

茅
かや
葺
ぶ
き屋根の原料となる

茅
かや
（ススキ、ヨシなど）を
育む茅

かや
場
ば
は生

せいぶつ
物多

た
様
よう
性
せい
の

宝
ほう
庫
こ
でもあり、野焼きなど

によって維
い じ
持されている

（一社）日本（一社）日本茅茅
かやかや
葺葺
ぶぶ
き文化協会き文化協会

有形文化財等保存の技　有形・無形文化財等保存の技　無形文化財等保存の技

破損調査

実演：冬のしつらえ  敷松葉とわらぼっち実演：冬のしつらえ  敷松葉とわらぼっち

1818竹竹
たけたけ

筬筬
おさおさ

製製
せいせい

作作
さくさく

筬
おさ
は機

はた
で織

おり
物
もの
を織

お
る

時に大切な用具で、
柔
じゅうなん
軟性

せい
のある竹

たけ
筬
おさ
は

手作りの繊
せん
維
い
素材や

手織りの重要な用具

日本日本竹竹
たけたけ
筬筬
おさおさ
技技
ぎぎ
術術
じゅつじゅつ
保保
ほほ
存存
ぞんぞん
研究会研究会

実演：実演：竹筬作りのための竹加工

体験：研磨炭で銅板を磨き、銘切プレートをつくろう

釜壊し

組踊衣裳

実

実

実

実

実実

実

実 実
実

実

ൌൌ

ൌ

実

実

実

実

実

当日実演される内容実 ൌ 当日体験できる内容（要予約）

実ൌ

実ൌ

実ൌ

実ൌ

実ൌ

実


